
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何
年
目

何
周
年

和暦 西暦
何
代
目

校
長
名

沿革等 施設

23 22 明治２８年 １８９５年

６月　尋常小学校を知立町西新地(現在は知立市新富）
（現市営駐車場・旧市役所敷地一帯）に新築移転、高
等小学校を問屋場に移転、当時の学校長は大参晋也
先生

24 23 明治２９年 １８９６年 ５月　高等小学校組合村のうち花園村の組合を解く

25 24 明治３０年 １８９７年

26 25 明治３１年 １８９８年

７月　知立町外１１か村の組合解除、組合高等小学校
自然廃校
８月　知立町外４か村学校組合立第一高等小学校　開
校（４か村…上重原、長崎、牛橋、駒場）

27 26 明治３２年 １８９９年
１０月７日　高等小学校を知立町西新地３７(現在は知
立市新富）（現新地公民館から名鉄線路まで一帯）に
新築移転、当時の高等小学校長は松井鶴吉先生。

28 27 明治３３年 １９００年

８月　小学校令（第３次）公布
尋常小学校４年（６歳～）：義務教育・授業料を徴収しな
い
高等小学校２～４年（１０歳～）

29 28 明治３４年 １９０１年

30 29 明治３５年 １９０２年 当時の学校長は、小林新介先生

31 30 明治３６年 １９０３年

32 31 明治３７年 １９０４年 １１月　平屋一棟増築(82.5坪）

33 32 明治３８年 １９０５年
８月　第一高等小学校に裁縫専修学校を附設。第一裁
縫専修学校と称す。

34 33 明治３９年 １９０６年
１２月　町村合併により碧海郡知立町立高等小学校と
なる。第一裁縫専修学校を裁縫専修学校と改称。

35 34 明治４０年 １９０７年

知
立
第
一
尋
常
小
学
校

（
新
富

）

（
現
市
営
駐
車
場
・
旧
市
役

所
敷
地
一
帯

）

１月　知立第一尋常小学校となる。
３月　小学校令一部改正
尋常小学校６年（６歳～）：義務教育
高等小学校２～３年（１２歳～）

36 35 明治４１年 １９０８年

４月　知立第一尋常小学校、知立高等小学校、知立第
四尋常小学校を統合、碧海郡知立尋常高等小学校と
なる。（知立高等小学校を本校、第一尋常小学校を西
教室、第四尋常小学校を東教室とし、裁縫専修学校を
本校に併設、後藤英基初代校長就任）
校章制定はこの頃か（資料焼失のため詳細不明）

１１月　平屋増築(124.4坪）

37 36 明治４２年 １９０９年

38 37 明治４３年 １９１０年

39 38 明治４４年 １９１１年 ４月　磯部三蔵校長就任

40 39
明治４５年
大正元年

１９１２年 １２月　西教室を本校敷地に移転
１２月　西校舎を本校敷地内移
転竣工

41 40 大正２年 １９１３年

42 41 大正３年 １９１４年
４月　東教室（来迎寺字外山５）（来迎寺尋常小学校）
（後の来迎寺小学校）を分離

43 42 大正４年 １９１５年

44 43 大正５年 １９１６年

45 44 大正６年 １９１７年

46 45 大正７年 １９１８年 ３月　石川半助校長就任

47 46 大正８年 １９１９年
３月　尋常５年より中学校への受験を認める
４月　裁縫専修学校を廃し、知立町立知立実業補修学
校を附設（男子部、女子部の２部を置く）

48 47 大正９年 １９２０年 ３月　内藤甚太郎校長就任

49 48 大正１０年 １９２１年 １１月　知立尋常高等小学校学校児童保護者会発足

50 49 大正１１年 １９２２年

51 50 大正１２年 １９２３年 ５月　鈴木健雄校長就任

52 51 大正１３年 １９２４年 ４月　教室不足のため、二部授業

53 52 大正１４年 １９２５年
２月　平野多郎校長就任
４月　補修学校、学則変更実施により碧海郡知立実業
補修学校となる。

３月　２階建て１棟竣工

54 53
大正１５年
昭和元年

１９２６年 ７月　知立青年訓練所を併設

55 54 昭和２年 １９２７年

56 55 昭和３年 １９２８年

57 56 昭和４年 １９２９年 １２月　２階建１棟竣工

58 57 昭和５年 １９３０年

59 58 昭和６年 １９３１年

60 59 昭和７年 １９３２年

61 60 昭和８年 １９３３年

62 61 昭和９年 １９３４年

63 62 昭和１０年 １９３５年
７月　実業補修学校・青年訓練所を廃止し、知立町立
青年学校設置
二宮金次郎の石像寄贈される

64 63 昭和１１年 １９３６年

65 64 昭和１２年 １９３７年
３月２７日　火災により２棟１５教室焼失
４月　本校、猿渡小、来迎寺小、町公会堂、神社記念
館に分散授業

後
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6

新富時代①（旧市役所敷地・現市営駐車場一帯）（明治２８年～） 

 

新富時代②（現新地公民館から名鉄線路まで一帯）（明治３２年～） 

 

明治２８年、「碧海郡知立尋常小学校」が、問屋場から新富（当時は、知

立町西新地）（現在の市営駐車場一帯）に新築移転した。問屋場には、「知

立町外 12か村学校組合立第一高等小学校」が宝蔵寺から移転した。 

かつて残っていた尋常
小学校の大イチョウ 

現在の様子（市営駐車場） 
（尋常小学校の校門があった
方向から望む） 

新富へ新築移転当時の平面図
（想像） 

明治３２年、「知立町外４か村学校組合立

第一高等小学校」が、問屋場から新富（当

時は、知立町西新地、現在の現新地公民館

から名鉄線路まで一帯）に新築移転した。 

その後明治４１年、知立第一尋常小学校、

知立高等小学校、知立第四尋常小学校が一

つに統合され「碧海郡知立尋常高等小学

校」となり、後藤英基初代校長が就任した。

また、裁縫専修学校を本校に併設した。昭

和１２年の火事で２棟１５教室を消失す

るまで、知立の教育の中心として、この地

で多くの卒業生を送り出した。西の職員室

の２階には色ガラスがはめ込まれ、教室に

七色の光が流れていたという。 

大正５年校門より 

大正５年 玄関前 

かつて新地
公民館前に
残っていた
校門近くに
あった銀杏 現在の様子（新地公民館～名鉄） 大正５年 職員室 

体操風景 昭和９年運動会 全校朝会 昭和９年健康優良児表彰式 

焼失前の学校平面図 昭和９年 入学式 


